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安次富さんが初回優勝者 谷茶前節大会
　「歌ってヨシ　踊ってヨシ　歌いながら踊ってもヨシ・あな
たのスタイルで谷茶前節を」をキャッチフレーズに、第１回
谷茶前節大会が２月１０日、村産業まつりの特設ステージで
開催され、５組の出場者が会場を盛り上げました。
　谷茶前節の歌や踊り、エイサー、そして、谷茶前節の踊
りの動きをベースにオリジナル健康体操を披露したグループ
もありました。
　審査の結果、僅差で読谷村在住の安次富昌吾さんが初代
優勝者に選ばれました。安次富さんはこの日、両親と歌の師匠と共に来場し、緊張した面持ちではありま
したが、澄んだ歌声で谷茶前節を歌い上げました。優勝した安次富さんには副賞として谷茶にありますリ
ザンシーパークホテル谷茶ベイのペア宿泊券が送られました。

　村産業まつりが２月９日、１０日、村ふれあい体験学習センターで開催され、２日間で５千人弱の来場者
で賑わいました。
　今年も村内の農水産物が一堂に勢ぞろいし、各ブースとも来場者に村産品の特徴を説明したり、美味し
い食べ方を紹介したりと、笑顔が会場いっぱいに溢れていました。
　村内リゾートホテルカレーフェスタでは、昨年より１社増え、９ホテルが村産品を使ったオリジナルカレー
の美味しさを競い合っていました。また、わくわく市ではガラス細工や陶芸の体験、シーサーの絵付けなど、

普段できない工芸体験を多くの人が参加しま
した。
　今年は土曜日に小中学生を対象としたお仕
事体験イベント「グッジョブ★おんな　わくわ
くワーク」が行われ、村内事業者の協力のもと、
延べ 600 人余の親子がユンボの運転やレジ
打ちの体験、またキレイな花の活け方、ホテ
ルのベッドメイキング技術などを体験し、ゆう
なホール内は子供らの歓声が響いていました。
　特設ステージでは琉球舞踊からボサノバま
で、村に縁のあるアーティストが登場し、会場
を盛り上げました。

　３月９日、２０日に村内の小中学校において、在校生や保護者が見守る中、卒業式が行われました。
　卒業生らは担任から名前を呼ばれるとひとり一人が「はい」と返事をし、卒業証書を受け取りました。
在校生代表が送辞で「みんなのために頑張る姿がとてもかっこよく、
仲の良い先輩たちは憧れでした」と語ると卒業生は「充実した３年
間でした。私たちをこれまで支えてくださった皆さん、ありがとう
ございました」と感謝を述べました。
　新たな一歩を踏み出した卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござ
います。
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